


    悩み

     手術治療に並行し、免疫力を高める代替療法を行って良いか悩み、医師にそのことを告げることに勇気がいた。 


    助言

    
              【代替療法はあくまでも補助的なものと考える】




  
  

  




              【悩みを打ち明けてください】




  
  補完代替療法に対する医師の考え方には幅があります。
あなたのこころの支えになるということを重視して、補完代替療法の使用に寛大な医師もいます。逆に、危険からあなたの体を守ることを重視して、否定的な態度を取る医師もいます。
ただ、いずれにしても大切なのは、悩みを打ち明けることです。
あなたが補完代替療法を使いたい、と考えた背景には、現在の治療法に対する不満、病気の進行に対する不安、痛みなどの体のつらさなど、きっと何か、未解決の悩みがあるはずです。
もしあなたが、そういった悩みから、補完代替療法を使いたい、と思い至ったのであれば、一度その悩みを、担当医にきちんと相談してみてください。
きちんと相談することで、担当医の方から、あなたの悩みを解決するための方法を示してくれるのであれば、それにまさることはありません。
もし、いきなり担当医に話をするのが、どうしても敷居が高いように感じるのであれば、通院先の医療機関にある相談室や、がん診療連携拠点病院等に設置されているがん相談支援センターの相談員に相談してみるとよいでしょう。場合によっては、担当医とあなたとの間で、上手に橋渡しをしてもらえることもあるはずです。
自分の悩みを人に打ち明けて、助けを求めることができるのは、あなたの弱さではなく、強さであると考えてください。
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